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論文内容要旨

研究目的

 心麟大血管外科の発展は人工心腋襲置による体外循環に負うと1野う甚だ大たるものがあるが,

 その循環生還にはなほ未解明の、点も多く,体外循環時の西行動態の研究は極めて重要な謬題であ

 るoi箸謝は常灘及び低濃体外循濃時の腎循環動態につき実験的に1検索した。

実験方法

 偉重曾5～20・5Kgの成大54頭を用い,常潟体外循壌16頭,低潟体外循壌14頭につ勧紅

 圧,腎血流量及び灌流量を臨接測定した。別に4頭にて輸廊及び瀉血によるi血L圧の段階的変動と

 腎血流∫β1及び腎並ぎ管抵抗との関係を検討した。依外循壌には気泡型人工心肺装置を用い,右縦胸

 静脈から上大鐘脈へ,及び右心耳から下大静脈へそれぞれ挿入したカニユ織レよ多脱血,大腿動

 脈より送撫した。叉大腿静脈よ診薩霧4槻のピエールチューブを挿入,その先端を腎静脈の下大

 静脈流入部附近に直送,その上下で下大静脈をテープにて遮断・腎静脈環流血量を直接測定・督

 血流量とした。撫圧は大腿動脈に水野腹圧計を直接連結して測定,得られた腎面流燈ン血圧及び

 灌流量から腎及び全末梢撫管抵抗を算出した。体外徳簾終了猛両側腎を創出,腎組織の変化を検

 索した。海流時間は41～122分でろつた。

蘂験成績

 犬にむける体外循環前の腎血流量は51エ均2554CC/H距,18、9CC/K2/釜inで,輸血及び欝

 血により虹圧を段階的に変化せしめた時,腎血流量は雌圧と平行して変動し,血E50㈱H9で

 !20脇H9時の562%と減少,賢慮響抵抗は血圧15G～90襯鷺9の聞ではほぼr定であ
 ったがン8e㈱班9以下でやx増瀕し,5e㈱H9では420㈱H9時の14洛%に達した。

 常澄体外循環時の腎虚1流螢は,潅流蔚に比し灌流麗始罎血圧の殆んど変化せぬ場合でも,その

 25・5～1黛4%と減少しアセ。潅流中腎血流量は血圧雪マ9^η00職茄登9で潅流前値の平均

 496艶,99'》80で窪69%,79へ・60で14.5%.,59^ノ40でり〔L6一舞とミ減少,遁L圧

 と腎癒上流葺tとの閥に慮接関係がみら幅叉灌演己量と腎盈主流黛との癒iにも'灘量4窪9'》100㏄

 /鯵/撤nで濾繍腋の平均255%,79'》60で464%,59～20で49%とほ父直線

 関係がみられた。腎分蔵は灌流量50～曜マ9CC/K呈/撫nの闘では4.0^'4.8%と著変をみな

 かった。督漁菅掻挾は愉淋榊鱈脚照は灌流量go')旬ecc/i鰯/雄途で潅流前値の平均約

 5倍,60～70でゑ8倍,3e～40で52倍と激増.,灌流量と逆相隣々係を示した。愛:に全

 末梢海筍抵抗も同様に灌流量の減少につれ増加しブと。常温体外繕猿后の腎組織の主な変化は細尿

 管の中等度拡張,細尿管、ヒ皮の陽平化と核の軽震濃縮及び醐質の浮腫等であったがン灌流量の大
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 小による差は署瞬でなく,糸球体にも特に変化は壕かつた。

 低温体外循環では一定流量で滞流,熱交換器を使用し20℃迄冷却,その后加温して36℃迄

 復湿せしめ,その酔の血.圧,署臨流量,腎分繭,賢撫管抵抗及ぴ全末梢甑管抵抗の推移を観察し

 か。{氏温灘マ4例を灌流量51～68㏄ノ/Kg/鶏i且の中流韻潅流辮(八議羊)10伊1と82'}

 マ14CC/民2/mi纂の大流量潅流灘(B群)4例に分けると,岡羅共血圧は冷却につれ下降,

 蜘温につれ上昇の鰭両を示したが,B群が金船に高値を示した。賢磁流量は体滋の優下と共に藏

 少,復濫と共に回復,中流量灌瀦のへ騨でけ56℃の5・2CC/K撃/狐iaから50℃の2JCC/

 触/組葺迄やx急激に,以后やx緩やかに減少して20℃で2.OCC/Kg/minとなり,加潟

 時には極く緩やかに増加,36℃の2.フC(1/Kg/脱nと冷鋤簾始時の84%に回復した。然る

 に燃雛流のB群で賑麟の轍瀞の増力畿偏しく,2。℃の乞8㏄鞠/礁i。から
 50℃で4、5CC/K5レ/n}in,3.6℃で4、8CC/Kgレ/狙inと冷却得1始時の4」㏄/恥3/狐iロ

 を凌駕した。腎分爾は潅流i鍛～建なる故蟹撫流量と悶横の変鋤を示したが,冷却時にはへ群が一

 般に高値で,力嘔時には逆に欝欝がA群より高値を示した。賢血醤;抵抗は濁辞典に30℃附近迄

 ほぼ一定値を:保つたが,以后急激に増廓,A群ではカO温時にも増加し続け,55℃で始めて減少

 の兆をみせたが,B群でけ全般に底値で加温時潮激した。併し面罵共56℃の復温時冷却開始時

 に比しなほ高値を示した。全末梢買巳管抵抗はこれと共に冷却時減少,力置温時増加の傾向をみせ,

 那温時50℃では既に冷却開始時の値を越え,以盾その値を保つたが,全般に流量の人なるB群

 が砥涌直であった。低才鼠冨外循環后の腎組織の変イヒは常潟,例に比し一層軽微で珍つた。

結 論

 1)犬における潅流餉賢慮流量は平均18・9㏄/触/毒血であった。2)鴬温体外循環開始と

 共に腎甑流量は先づ灌流離値の25.5～り94%と碧明に減少したが,潅流中はその簿囲で寵圧及

 ぴ潅流激と轍ぼ直線関係を保って変動した。低温体外徳現時には警甑流量け体温の昇降につれ増

 湿し,特に大流蟄潅流辮で冷却時の減少,加温時の回復がi著しかつ売。5)腎分錘は常温体外循

 環時はク丘ク寮一定範囲であり,f比湿体タト褥環蒔け体マ翫の変動と平行した。碁涌及び冠の分蔵力二灌流量二

 の滋少と共に増加し,低温時にも比較的保持されるのに比べ,これは幣循環の特異、薫と考えられ

 た。4)常濃体外循環時の賢慮管抵抗及び全末檎厩管抵抗は共に灌流量の湿少につれて増加し,

 特に前壷の増加が藷しかつか。低温体外循環でけ腎血管抵抗は5G℃蓮は余り変動せぬが,53

 ℃以下で冷却時増加,加温時潮滋の傾晦を示した。潅流景の瀞少する場合叉は底温の場合,署は

 その血管床を極力縮少して,無圧並びに地の重要臓暴の盛行を維持すべく調節されるものと考え

 られ疫。5)体外循環の腎組織に及ぼす影響は短時騨であれば軽度且つ一過性で,低温体外循環

 の場合特に変化力聡く,齢は長齢朧淀め際購組鋤曜のかめ胸べき操作と考えられた。
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 審査結果の要旨

 '麟巌大血管外科に沿ける最近の目覚しい発展は人工心肺装置による体外循環に負うところ甚だ

 人なるも`)があるが,その循環生理には旋か不明の,点多く,体外循環時の血行動態の研究は極め

ヨ

 て璽1要友課題である。著者はその研究グ)一端として常温及び低温体タトa顔現時の腎籏i環につき検索

 を行い,以下の如き結:果を得ている0

 1)犬にお・ける潅流前4)腎血流量は平均コ8.9CC/L診/無inで,血圧を段拝紫白勺に変化せしめ

 た時腎ま血流量は血圧と平行して増減した。

 2)常温体外循環潔始と共に腎血流量は潅流前値4)25・5～194%と著明に減少した。しか

 し潅流中はその範囲で血肥及び灌流量の大小とほぼ庫線関係を保って変動した。低温体外循環で
 も岡楼の傾向が窺われたが,腎血流鎧は体温の昇降につれ増減し,とぐに大流量潅流緋で冷鋪時

 σ)減少,加温時の回復が著明に認められた。

 5)腎分繭は常温体外徳現時は灌流量に余り関係なぐほぼ一定範囲にあり,脳や心臓の分画が

 灌流量の減少と共に鰭棘するとされるのに対し,これは腎礪環の特異、煎の一つと考えられた。し

 かるに:紙温体外循礫では腎分爾は体名鼠の変動と平行し,冷却過程ではρP流董t灌沼遅群にお・いて,カri

 温過程では大流量潅流群において,それぞれ腎分画がより高値に維持されたことは漆目すべき、藍

 と、思われた。

 4)常温体外爾環時び)賢廊管抵抗及び全末梢血管抵抗は共に灌流量の大小と逆相関の関係にあ

 ったが,賢相t管抵抗の変動グ)程度が全末梢i直し膏抵抗のそれより大で,灌流量の減少に従い末糟の

 血管床を極力縮小し,脳や心臓旋ど重要臓器の血流量をで窪るだけ維持せんとする生体び)調節機

 構に,腎は積極的に関与しているもグ)と考えられた。低温体外循環では冷却,撫温爾過穫を通じ

 50℃以上では萌らかな変動をみなかったが,30℃以下で冷即時増加,加温時漸滅の傾膚を認

 めた。

 5)体外循環の賢組織に及ぼす影響は潅流時間が長時間にわたら絵限り軽度且つ一過性で,餓

 温体外循環¢)場合は,さらにそ0)変化が軽微であった。従って腎組織庇護の面から長時間潅流に

 かいては優温は爾いられるべき方法と考えられた。

 以上著巻の検索結果は,体外傭現時の腎循環動態の解明に寄与するところが大きいと、懸われる

 よって本研究は学位を授与するに値するも4)と判定する。
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